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各事業のホームページは、協会トップページ http://www.jeas.or.jp から入ることができます。

2004年7月30日、全国地球温暖化防止活動推進センターの学習施設

「ストップおんだん館」がオープンしました。

温暖化問題について、子どもから大人まで楽しいプログラムを体験しながら学べます。

近くにお越しの際はぜひお立ち寄り下さい。（関連記事 4.5ページ）



昨年に引き続き、エコマーク事務局では、家庭内にあるエコマーク商品を全国的規模で収集・調査しました。これ

は、6全国消費生活相談員協会の協力を得て、平成15年12月～平成16年1月にかけ行なったもので、同協会会員600

人（有効回答数567人）より、実際に家庭にあった商品のエコマーク表示部分を切り取って送ってもらい、エコマーク

表示の無断使用・誤使用などについて調べました。（調査1）。

また同時に、一般消費者1,800人（有効回答数1,680人）に対して、「エコマーク商品提供企業に対するイメージ」や、「エ

コマーク商品に認定された場合、購入の参考にしたい商品」などの調査も実施しました（調査2）。

報告書全体は、エコマーク事務局ホームページで公開しています。集計の概要の一部は下記のとおりです。
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エコマーク情報

第2回エコマーク商品に関する消費者モニタリング調査結果

調査　!）（社）全国消費生活相談員協会会員600人に対して調査

調査　@） 一般消費者1,800人に対する調査

●全報告数2,194商品中、無断・不適正使用および誤使用の
合計は24件でした。これらの案件については、『エコマーク不
正使用監査マニュアル』に従い、厳格な対応を行っています。

●家庭にあったエコマーク商品購入時の判断材料は『価格
重視』が最も多いという結果でしたが、『マークの有無と下
段表示』、『マークの有無』を判断材料とした人も合計で
24.7％となり、全体の1/4の人がエコマークを購入時の判断
材料にしていたことがわかりました。

無断・不適正使用（A）

調査項目

全商品報告数

商品数

誤使用（B）

合　計（A＋B）

無断・誤使用率＝1.09％（前回1.64％）
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7
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2,194

購入時の判断材料

マークよりも価格重視

販売店舗の信頼度

企業の社会的知名度・信頼度

知らずに購入

％

24.9

18.3

16.9

15.2

13.1

11.6

％

40.0

15.3

10.9

8.8

5.2

マークの有無と下段表示

マークの有無のみ

◇エコマーク認定商品数の推移 2004年6月末現在、商品類型数は54、認定商品数は5,415商品となりました。

◇新しい認定基準 「文具・事務用品Version1.0」、「包装用紙Version2.0」（ともに2004年9月1日）が、新たに制定されました。

1）エコマーク表示の無断使用・誤使用の調査 2）エコマーク商品購入時の判断材料とした要素

●エコマーク商品提供企業について、6割の消費者が『良いイ
メージ』、『社会的責任を負っている』等のイメージを持ってい
ることが分かりました。

●最も多かった回答は『家電製品』で、実に全体の４０％と
なり、次いで『自動車』、『サービス分野』の順となりました。

企業へのイメージ

企業イメージが良い

環境面での社会的責任を負っている

企業に信頼が持てる

消費者等に配慮している

％

60.2

58.9

58.6

56.2

普通 10.2

今後、登場を希望する分野

家電製品

自動車

サービス分野（ホテル、公共交通機関等）

食料品

住宅

1) エコマーク商品提供企業に対するイメージ

＜複数回答＞

2）エコマーク商品に認定された場合、
購入の参考にしたい商品



新作パンフレット

グリーンマーク（台湾）のラベル取得申請が
日本でできるようになりました

◆「びわ湖環境ビジネスメッセ2004」出展のお知らせ
環境分野の最新情報や製品を一堂に集積する｢びわ湖環境ビジネスメッセ｣にエコマーク事務局も出展します。

日　　時：2004年10月20日（水）～22日（金）10：00～17：00（最終日16：00まで）

会　　場：滋賀県立長浜ドーム 入場無料　　　　主催：滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会

問合せ先：滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会事務局（077）526ｰ3575

エコマーク事務局発行のエコロ
ジーマガジン『FeEEL』最新号を8
月14日に発刊しました。
本誌は、全国のモスバーガー直

営店で手に入れることができます。
今回の『FeEEL』のテーマは「水」。
誌面では、テレビでも活躍中の北

野大教授のインタビューや、秋田六郷の湧水を巡る生活水圏など、
ダイレクトに“環境”を意識させられる「水」のコトを『FeEEL』スタイ
ルで迫っていきます。

今回は「間伐材、再・未
利用材などを使用した
木製品」を取りあげ、間
伐材などを使うことの意
義をイラストやクイズで
紹介しています。

e

世界エコラベリング
ネットワーク（GEN）

世界エコラベリングネットワーク（GEN）では、来る10月6日(水)、仙台で開催される「第1回グリーン購入世界会議in

仙台」において、特別分科会を主催団体と共催します。ドイツ・ブルーエンジェルや北欧ノルディックスワン、EUフラワ

ー、中国環境表示、韓国環境マークそれぞれの担当者を海外から迎え、各制度の現状や今後の展開、ならびに相互

認証の動向などについて講演を行います。また、インドネシアのタイプI環境ラベルの開発状況などの最新情報も盛り

だくさんです。またとない機会ですので、皆さまの参加をお待ちしています。（入場無料、事前申込制）。

詳しくはホームページを見てください。

＜ http://www.ics-inc.co.jp/icgps/＞

本年7月1日、（財）日本環境協会と台湾に所在する環境開発

基金（グリーンマーク）は、「商品認定審査に関する相互認証」

を開始することに同意しました。

これにより、相手国のエコラベルを取得しようとする企業

は、自国の窓口（日本ではエコマーク事務局）を通じて申請

ができるようになったため、手続きや書類の簡素化、認証ま

でのスピードアップ、コスト削減のメリットが見込まれます。

商品認定審査に関する相互認証は、昨年12月の韓国環境

マーク協会、本年2月のタイ環境研究所につづいて3件目とな

りました。

グリーンマーク（台湾）
台湾行政院環境保護署の制定するグリーンマーク

は非営利組織である環境開発基金が運営しています。

92年に開始された制度で、現在認定基準のある商品

類型は78、認定数は1,271商品です。マークの絵柄は

地球を葉っぱが優しくくるんだデザイン。小売店など

流通業界や一般消費者への普及啓発に力を入れてい

ます。

運営団体、環境開発基金は、世界エコラベリングネ

ットワーク（GEN）の議長を務めるDr. Ning Yuの所属

する団体です。

http://www.greenmark.org.tw/main4.asp

世界の6つのエコラベルが今後の
動向について日本で講演します

子ども向けワークブック

「エコマークをみつけてみよう！（第5巻）」

エコマガジン（無料誌）『FeEEL』最新号（A5版）

世界のエコラベル
～GEN 会員機関紹介～No.６



地球温暖化について
の本や資料がいっぱ

い。いろいろ
調べてみよう！ 

7月30日、東京タワーのすぐ近くに「ストップおんだん館」がオープンしました！

展示やプログラムに参加・体験することで、地球温暖化のメカニズムから

対策までを楽しく学ぶことができる、新しいタイプの環境学習施設です。

総合学習や修学旅行なども受け入れています。皆さんのお越しを待っています！！

インタープリター
〈地球温暖化防止を考えて行動する人のサポーター〉

館内には解説文がほとんどありません。一人一人が

感じる気持ちや、読み取るたくさんの情報を大切にし

てほしいからです。

インタープリターは、様々なプログラムやコミュニケーシ

ョンを通して興味と理解を促すサポーターです。

展示・学習ツールの貸し出し
ストップおんだん館内で展示されている写真やタペストリー、活動プログラムのツールを全国どこへでも貸

し出しています。地球温暖化問題を伝える人・教える人に最適です。詳細はホームページにあります。

■所在地：〒106ｰ0041
東京都港区麻布台1ｰ11ｰ9 プライム神谷町ビル1F

■お問合せ：TEL 03ｰ5114ｰ1284 FAX 03ｰ5114ｰ1285
http://www.jccca.org/ondankan/
E-mail:center@jccca.org（一般のお問合せ）
event@jccca.org（イベント専用受付）

■開館時間：火～土曜日 10:00～17:00（日・月曜日/祝日/年末年始は休館です）
■見学方法：見学自由・入館無料（訪問学習については事前にご予約ください）
■交通：東京メトロ日比谷線　神谷町駅1番出口　徒歩3分

■設立：「地球温暖化対策の推進に関する法
律」にもとづき、平成11年に環境庁長官より財
団法人日本環境協会が指定をうけました。
■目的：地球温暖化対策に関する普及啓発を
行い、地球温暖化の防止に寄与する活動の促
進を図っています。
■運営：NGO、社会セクター、企業、自治体な
どとのパートナーシップ型運営を行なっています。
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全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）

ストップ お ん だ ん 館 のヒミツ をさぐ れ！

ストップおんだん館 全国地球温暖化防止活動推進センター
（JCCCA）

●４つの機能

普 及 啓 発 子供から大人まで、地球温暖化防止を楽しく学べる場の提供

地域の活動の支援 ツールの貸し出し、普及啓発の手法の研修を実施する場の提供

環境学習支援 小中高生の総合学習・修学旅行、一般の方のグループ学習の受け入れ

NPOなどの支援 地球温暖化に関する最新情報の提供、活動の場の提供

（事前にご予約ください）



みんなと一緒に地球温暖化について考えたり、 
展示物などを作るコーナー 

ただ見るだけでなく、参加者自身が体
感できます。展示作りにも参加してね！ 

t

インタープリターと一緒に体験しよう！

ストップおんだん館
夏休みイベント

■テクテクまちの調査隊
（8月7、14、21日）

みんなでまちへ飛び出し、道や交通
を調査しました。

■教える人向け講座
（8月18、25日）

「温暖化を教えるコツ」とアイデアを伝
えました。

■さかなクン、
地球の温暖化について考える

（8月26日）
琉球さんごクンと気象予報士ホマレ
姉さんが、楽しいトークイベントを行
ないました。

今後も様々なイベントがあるので、
来てね！ 詳しくはホームページで。

ストップおんだん館のトップページ

日時：11月6日（土）、7日（日）

場所：東京都立産業貿易センター・浜松町館

「100万人のキャンドルナイト」の呼びかけ人で、“スロー”ムーブメントの発
信者である辻信一さんをメインコーディネーターに迎え、一日目には課題別
フォーラム、二日目には多彩なゲストを招いてメインフォーラムを開催します。
フォーラム会場にはエコロジーマーケットなども同時出展。地球環境との共
生、地球温暖化防止へとつながっていく私たちの暮らし、エコ生活派の新
たなコンセプト「快楽エコロジー」を体感しましょう！

■ライフスタイル見直しフォーラム2004

©タコリトモコ
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グリーン購入ネットワーク（GPN）では、環境省の委託

を受け、行政機関や事業者のグリーン購入の取組を紹

介する「グリーン購入取組み事例データベース（以下DB）」

をGPNホームページで公開しました。

本DBは、「取組み情報源DB」、「特徴的な取組みDB」、

「グリーン購入大賞受賞事例」で構成され、各団体が公

開しているグリーン購入に関する情報を中心に紹介し

ており、参考としたい団体等のグリーン購入関連サイト

へ容易にアクセスできます。「都道府県など行政機関が

公開しているグリーン購入の方針や実績が知りたい」、

「他団体のグリーン購入基準や特徴的な取組みを参考

にしたい」、「各団体のグリーン購入の取組みを探すの

に苦労している」・・・そんな経験を持つ方にとって有効

な情報源となります。

また、グリーン購入の取組みを広く紹介したいと考え

る行政機関や事業者の方は、随時登録を受け付けてい

ます。ホームページの「利用にあたっての留意事項」を

確認の上、GPN事務局まで問合せてください。

平成14年度に開設された「藤本倫子保全活動助成基金」で

は、これまでに全国の28団体、7,279千円の助成（平成16年

第2回助成まで）を行ってきました。

助成対象は観察会やエコクッキング教室、リサイクル、植

栽等の実践活動、環境講座、パンフレット発行等の普及啓発
活動、野生生物調査、水質等の調査・分析等の調査活動な
どで、会員以外の一般市民の協力・参加が得られ、啓発効

果が十分に期待できると判断される活動に助成しています。

（上限30万円）

8月31日に第3回目の助成を締め切りましたが、今後も募集

しますので、詳しくはホームページをご覧ください。平成15

年度助成団体の報告集一覧も掲載しています。

平成15年7月に「環境の保全のための意欲の増進及び

環境教育の推進に関する法律（環境保全活動・環境教育

推進法）」が議員立法により成立し、同年10月より一部施

行、16年10月１日までに基本方針や政令が決定され完全

実施となります。この法律は「国民、民間団体等は、環境

保全活動及び環境教育を自ら進んで行うよう努める（第4

条）」ものであり、人材認定事業の登録などが特徴となっ

ています。同法第7条では、「環境大臣及び文部科学大臣

は、基本方針の案を作成しようとするときは、広く一般の

意見を聴かなければならない」と規定されているため、環

境省でも全国でヒアリング等を行ってきました。これと並

行し地球環境パートナーシッププラザでも同法成立以来、

各セクターを交えての「基本方針への意見交換会」を４回

開催し議論をするとともに、基本方針に教育や環境保全

の現場の声が少しでも反映されるよう務めています。

欧州では、環境に関する情報へのアクセス権や意思

決定における市民参画などについての基準を定めたオ

ーフス条約が発効されましたが、日本にはまだこうした枠

組みがありません。それを補う意味でも、多くのセクター

によるパートナーシップが促進されるよう、地球環境パー

トナーシッププラザでは今後もこのような活動を継続し

ていきます。

y

地球環境
パートナーシッププラザ

スターウォッチング
ネットワーク

「グリーン購入取組み事例データベース」を
公開しました。

このような活動に助成しています。

冬期全国星空継続観察に参加しませんか
平成17年1月1日（土）～14日（金）まで 詳しくはスターウォッチングの

ホームページでご覧ください

「環境保全活動・環境教育推進法」
意見交換会を開催中

グリーン購入ネットワーク

藤本倫子環境保全活動助成基金

（特定）やまんばの会

○実践活動例

大
代
高
山
会

○冊子の作成例
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こどもエコクラブ事業では、多くの
企業・団体からさまざまな支援をいた
だいています。これを「こどもエコクラ
ブパートナーシッププログラム」とい
い、子どもたちの環境活動を盛り上
げています。
今年度支援をいただいている企

業・団体は以下の通りです（7月現在
45団体）。詳細はこどもエコクラブの
ホームページ内「企業団体からの支
援協力」をご覧ください。

こどもエコクラブパートナーシッププログラムの紹介こどもエコクラブ

こどもエコクラブは今年10年目を迎えました。今回はこどもエコクラブでの体験をいかしている先輩メンバーを紹介します。

前薗　惠理さん（大学1年生）
小学校4年生から5年間（平成7～11年）埼玉県川口市の「こども自然クラブ」で活動して

いました。

みんなで野草の天ぷらを作って食べて普段何気なく見ていた足元の草花が食べられる

ことを知ったことや、ホタルを見たこと等いろいろな感動がありました。自然の中で遊んだ

り発見をする楽しさを知り、自然が大好きになり、今度はそれを次世代の子どもたちに伝

えたいと思い、現在大学の教育学部の理科学科に在籍しています。将来は子どもたちと

共に自然に触れ合い、自然のことを楽しく学んでいくような教師になりたいと思っています。

～こどもエコクラブ先輩メンバー紹介～

活動のヒントや専門的情報を掲載し
た冊子、ビデオ、資材など、子どもた
ちの活動に役立つ資料の提供

●エクソンモービル@
●&グリーンクロスジャパン
●!損害保険ジャパン
●!チクマ
●帝人!
●東京海上火災保険!
●&日本環境衛生センター酸性雨研究センター
●日本テトラパック!
●マックスバリュ九州!
●&UFJ環境財団

環境学習のできる工場等見学、環境配慮型商
品見学、環境関連コンクールなどの機会の提供

●キリンビール!、
NPOこども環境活動支援協会
●国際芸術技術協力機構
●!ジャパンビバレッジ
●新日本石油!
●生活協同組合コープこうべ
●!西武百貨店　
●!西友、!九州西友、
!北海道西友、
!エス･エス･ブイ、
!サニー、!東北西友、
●帝人!
●名古屋東急ホテル
●日本テトラパック!
●読売新聞社

機材・場所・発表や交流機会の提供
●^岡山東法人会
●NTT東日本青森支店
●NTT東日本岩手支店
●UFJ銀行

クラブ結成や助成によりクラブの活動を支援

●イオン!、イオン九州!、
琉球ジャスコ!、
マックスバリュ西日本!、
マックスバリュ北海道!、
マックスバリュ東北!

●国際ソロプチミスト岐阜－長良
●ひろしま地球環境フォーラム
●!フジ

様々なメディア等を通じてのこども
エコクラブ情報の広報普及啓発
●東京ガス!環境エネルギー館
●東邦ガス!
●!農協観光
●ブエナビスタホーム
エンターテイメント
●!福島放送
●!プラントアツリー
●毎日新聞社

●日本生活協同組合連合会

年間を通じて広く募集・受付しています。ご支援をお待ちしています。
詳しくはこどもエコクラブ担当まで問合わせてください。

●資料や教材等の提供

●学習プログラム、コンクール、イベント等の開催

●機材・場所・発表や交流機会の提供

●クラブの結成支援

●全国フェスティバルへの協賛・協力

●広報・普及啓発

活動ヒントの小冊子

工場見学プログラム

こどもエコクラブ広報の展示

全国フェスティバルの様子

ホームページ作成機材の貸出

従業員による活動支援

環境関連コンクール（チラシ）

環境活動のワークブック



麻布台オフィス 〒１０６-００４１東京都港区麻布台１-１１-９プライム神谷町ビル２Ｆ
（協会）

（エコマーク事務局 認証課）
（エコマーク事務局 基準課、普及課、国際協力課）
（全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA））

（こども環境相談室）
青山オフィス 〒１５０-０００１ 東京都渋谷区神宮前５-５３-６７ コスモス青山B２F

（GPN）
地球環境パートナーシップ〒１５０-０００１ 東京都渋谷区神宮前５-５３-７０　国連大学ビル1F
プラザ（GEIC）

TEL.０３-５１１４-１２５１ FAX.０３-５１１４-１２５０
TEL.０３-５１１４-１２５３ FAX.０３-５１１４-１２５７
TEL.０３-５１１４-１２５５ FAX.０３-５１１４-１２５７
TEL.０３-５１１４-１２８１ FAX.０３-５１１４-１２８３
TEL.０３-５１１４-１２５８ FAX.０３-５１１４-１２５０

TEL.０３-３４０６-５１５５ FAX.０３-３４０６-５１９０
TEL.０３-３４０７-８１０７ FAX.０３-３４０７-８１６４
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環 境 カ ウ ン セ ラ ー

こども環境相談室

新 刊 書

環境カウンセラーの協（議）会活動

新相談員の紹介

「平成16年版環境NGO総覧」を
発行しました

環境カウンセラー同士が各地域で連携を図り活発な活動を展開するために、44の地域で環境カウンセラーが自主的に協（議）会を

設立し、活動しています。環境カウンセラー協議会に依頼内容を説明し、適任の環境カウンセラーを紹介してもらうことも可能です。

平成15年度に調査を行った全国の環境NGO（民間環

境保全活動団体）3,914団体の情報を収録しました。所在

地、活動内容、参加方法など詳細な情報を掲載しており、

団体名、活動分野から調べられる索引付きです。

監修：独立行政法人環境再生保全機構
編集：&日本環境協会
冊子版：2,500円　CD-ROM版：1,000円

こども環境相談室では2004年7月から、新たに7名の相談員がボランティアとして活動を始めました。同年9月末現在、

16名の皆さんが相談室で活躍しています。

会員数150名からなるNPO法人大阪環境カウンセラー協会は、それぞれの専門知識や経験をもとにチームを組んで活動し
ています。大所帯ながらも、新たな活動提案があれば隊を組んで事にあたる機動性のある協会です。EA21導入チームでは
「EA21を多くの企業に知ってもらい広めよう」とセミナーを開催し、今後「環境省計画10年間で8万事業所EA21導入」に賛同
し、大阪1万事業所を目指しています。セミナーは、1）EA21を知らない経営者・管理者向け
普及版　2）構築を決めた事業所向け導入版　3）EA21自社構築に力を発揮する内部指導
員養成の3つのコースです。大阪環境カウンセラー協会のホームページで申込みを受け付け
ています。参加した事業所からの反響も多く、そのうち８事業所がEA21導入を始めていま
す。今年はあと７回セミナーを開催する予定です。
＊エコアクション21 中小企業者が簡易に環境活動評価ができるプログラムで、環境省が推奨・普及しているもの。

NPO法人大阪環境カウンセラー協会 http://www.osaka-eca.org/

NPO法人大阪環境カウンセラー協会
エコアクション21（EA21）セミナーの開催

酒井康一
［専門分野］環境マネジメント、リサイクル、
環境計画、環境教育、消費者教育

（一言）カラーＴＶブラウン管の開発研究に
携わり、品質・性能・効率向上に努めてき

ました。しかし気が付けばカラーＴＶの不法投棄が世にはび
こり始めていました。業界が進めるＴＶのリサイクル推進活
動にスタート時から参画し、家電リサイクル法成立に関わり
ました。地球のこれからを担うのは今の子ども達です。子ど
も達の活動を支援する役割を懸命に努めたいと思います。

本間　格（イタル）
［専門分野］廃棄物､リサイクル､新エ
ネルギー・省エネルギー､地球温暖化

（一言）昔から仕事で日本中､旅をし
て回りましたが､自然環境について

は勉強しなかった駄目おじさんです｡ここ6年間､廃棄
物とリサイクル関係の仕事をして､日本を少しでもきれ
いにしようとしてきました。｢子ども｣が大好きなおじ
さんです。一緒に環境問題の勉強をし､遊んで､良い
日本にしましょう。よろしく！！

編集・発行／財団法人日本環境協会 URL:http://www.jeas.or.jp e-mail: jea@japan.email.ne.jp

問合せ先：EA21担当 大畑


